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法律事務所から IT 企業へ 
― 企業内弁護士の醍醐味 ―
弁護士（株式会社広島銀行法人営業部）
向　井　亜　希
１　はじめに
　本日は、私のこれまでの弁護士としての経験をお話します。最後に質問時間を設けますので、話
を聞いていて、もう少し聞きたいなということがあれば、是非、聞いて下さい。
　最初に自己紹介をさせて下さい。私は福岡出身で高校までは福岡で生活し、慶応義塾大学法学部
を卒業後、同法科大学院を修了しました。私がロースクールに入ったのがちょうどロースクールが
出来て２年目、２期生としてロースクールに入りました。まだ、制度が出来て間もない頃でしたの
で、１年上の先輩の様子しかまだ分からないと言う状況でしたが、既修コースに進学し、卒業した
年に新司法試験に合格し、修習期は新61期になります。司法修習の実務修習地は広島で、１年間の
司法修習の後、東京にあります森・濱田松本法律事務所に入りました。ご存知の方もいるかもしれ
ませんが、四大事務所と呼ばれることもある企業法務を専門とした大手の渉外事務所の中の一つ 
で、弁護士が300人、400人ぐらいいます。そこで約２年半企業法務の仕事をし、その後、後ほど詳
しくお話しますが、転職をし、クックパッド株式会社と言う会社に入社しました。ご存知かと思い
ますが、料理のレシピをインターネットで提供するサービスをしている会社です。それが６年前で
す。そこで約５年間ほど法務室という企業法務を担当する部署で働きました。去年、結婚をしまし
て、夫が広島で弁護士をしている関係で広島に引越し、それを機に転職し、広島銀行で働いていま
す。広島銀行での業務内容については、後で詳しくお話します。
２　企業法務とは何か、企業法務の面白さ
　まず、何故、弁護士として企業に入ったのかについて、次に、企業内弁護士の面白さについてお
話します。皆さんの中には、少なからず企業内弁護士の仕事に興味を持たれている方とか、今現に、
企業内弁護士をされている方がいらっしゃると思います。
　まず、なぜ企業に入ったのかという点ですが、弁護士が働く場所として、企業との対比として法
律事務所があります。法律事務所の種類について、色々な専門の事務所があるので明確に区別する
事は難しいですが、一般的に、離婚とか相続問題を始めとする一般民事をメインとするような法律
事務所と、外資系の事務所を含め、私がいたような企業法務をメインとする法律事務所に大きく分
かれます。一般民事をメインとする法律事務所が行う法律事件は、代表的なものとしては、離婚と
か相続とか交通事故。CM とかでよく見るかもしれないですが、過払い金返還訴訟とか、刑事弁護
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をやる弁護士もいますし、それ以外にも個人破産とか、多種多様な、主に個人の方を依頼者とする
仕事が該当します。それと対比して、企業法務をメインとする法律事務所は、いわゆるＭ＆Ａ、会
社の買収とか合併、企業のファイナンス、知的財産の案件、会社の企業再生、英語を使う海外業務
などの案件を取り扱います。企業法務の特徴として、企業の成長に貢献出来るというのが結構大き
いかなと思っています。先程の一般民事の事務所であれば、離婚とか相続とか交通事故など個人の
方を相手にする事が多いですね。一方、企業法務はお客さん（依頼者）が企業ですので、企業の成
長に貢献出来たり、上場企業がお客様だったりする案件の場合は、社会へ与える影響力が大きかっ
たり、時には新聞に載るような案件を取り扱う事もあります。大学やロースクールの時から、私自
身、企業法務は前向きな仕事が多い、楽しそうだなと思い、企業法務をやりたいと思ったのがきっ
かけになっています。
　私が弁護士になって初めて入った事務所である森・濱田松本法律事務所でやっていた仕事の内容
も少しご紹介します。資料に代表的なものを書いていますが、先ずは、Ｍ＆Ａですね。皆さん、法
学部とかロースクール生だったら会社法とかでも勉強されたと思いますが、Ｍ＆Ａとは、会社の合
併とか会社分割とか株式移転などを利用して組織再編を行ったり、株式の譲渡手続のお手伝い、そ
れからデュー・ディリジェンス（買収監査）を行います。例えば、Ａ社がＢ社を買収する場合、実
際にＢ社がどのような会社か分からず、変な事が出て来るかもしれないし、予期しない債務を抱え
ているかもしれない。そのような事情を、Ａ社から委託を受けた弁護士が、Ｂ社の企業の中身を調
査するのがデュー・ディリジェンスです。例えば、株式の譲渡であれば、本当にＢ社が適法に株を
発行しているのかチェックしたり、新株予約権を発行していたら、それが行使された時にＡ社はせ
っかく100％買ったのに、後で希釈化されてしまい、100％株を買った意味がなくなるので、新株予
約権が発行されていないかチェックしたりします。また、会社の事業を行う上で必要な許認可関係
をきちんと取れているか、最近問題になっていますが、労務問題、残業代の未払いがないかとか、
もし残業代の未払いがあれば後で従業員の人から訴えられる可能性があるので、そういうものがな
いかとか。そのような観点で、色々とその会社の事を洗いざらい調べていくという仕事がデュー・
ディリジェンスです。実際の作業は、契約書や会社の規則をひたすら見たり、チェックしていくと
いう非常に地道な時間のかかる作業になります。
　企業法務を扱う大手の事務所で使う法律としては、会社法と金融商品取引法と言う法律がメイン
で出て来ることが多いです。特に上場会社については、会社法に関する質問をお受けする事が多く、
例えば、その取締役会でこの取引が利益相反取引になるのではないか等の相談があります。また、
株主総会も総会屋が来た時にどのように対応すればよいか、適法な対応はどのようなものかなどの
相談を受ける事もありました。ジェネコと書いてありますが、ジェネラルコーポレートというお仕
事です。後はですね、各種契約書の作成・レビューがあります。Ｍ＆Ａであれば、株式譲渡契約書、
先程言いましたＢ社の株をＡ社が買うと言った時に株を譲渡する契約書を作ったりとか、合併契約
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書、分割契約書などのほか、色んな種類の契約があります。知的財産権のライセンス契約、ブラン
ド物を作る時の販売委託の契約などを作ったり、チェックしたりしました。森・濱田松本法律事務
所は、東京の中心部にありまして、優秀な弁護士やスタッフも多く、働く環境としてはすごく魅力
的な事務所でした。もしかしたら、皆さん、大きな渉外事務所はすごく激務だというような話を聞
いた事があるかもしれませんが、確かにそういう感じではありました。特に上場会社がお客様とか
の場合は、Ｍ＆Ａを実行する期限が決まっており、金融庁や東京証券取引所に届けを出さないとい
けなかったり、新聞に載ったりして株価に影響が出ますから、期限を簡単にずらせないですし、き
ちんと一つ一つの対応が大変になってきますので、それこそ夜中までとか朝までとか、書類を作っ
たり、レビューしたりを繰り返しながら一週間二週間を過ごして、家にほとんど帰れないみたいな
時も勿論ありましたけど、そうではない期間も勿論ありました。忙しいけど面白い仕事を出来たと
思っています。
３　なぜ企業内弁護士になったのか
　ただ、当時の私は、すごく忙しくはしていましたし、仕事も別に面白くない訳ではなかったので
すが、何か物足りないなという気持ちを持っていました。その時は、ぼんやりと何か物足りないん
だけど、何でなんだろうと思いながら、当時はもやもやしてたんですけど、振り返ってちょっと考
えてみたら、私、多分、当時こういう事を思ってたんだなという事がわかってきたのが、ここに書
いている事なんですが、「案件のその後まで見てみたい。」これ、何を言っているのかと言いますと、
先程、言いましたように法律事務所の仕事って、会社の方から依頼された案件、Ｍ＆Ａだったら例
えばこの会社が合併したり買いたい時に、その案件のお手伝いをしますが、「合併が効力発生日を迎
えました。おめでとうございます。良かったですね。」で終わりです。次の案件で、また効力発生日
までお手伝いをして、働いて終わり。その後が全然関係なくなるんですね。その後はもう依頼され
る事もないですし、その後の報告をお客様がわざわざしてくれる訳でもありません。勿論ですね、
自分からお客さんに聞きに行ったりとか通常のコミュニケーションとか連絡を取り合う中であれ
ば、聞く事も出来ますが、案件のその後と言うのは、事務所にいる弁護士ってなかなか見聞きする
機会はありません。実際、合併したけどあの会社と上手くやってるのかなとか気になりますが分か
らないとか、そう言う事が多々ありまして、案件のその後をなかなか見られないことにフラストレ
ーションを感じていました。
　二番目の理由は、「経営者の意思決定と言うのが、どのようにされるのか見てみたい。」と思って
いたことです。例えば、先程の企業を買収する決定も、どこかで役員が何かの目的の為にやろうと
している訳ですよね。もっと会社を大きくしたいとか、もっと市場を拡大したいとかを思って意思
決定しているのですが、その過程を依頼される弁護士が知る機会はありません。意思決定の結果と
して、必要となった手続きの依頼がメインなので、「Ｂ社の調査をして下さい。」、「合併の手続きを
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法的にサポートしてください。」「契約書を作って下さい。」と言う依頼のみで、どのような背景が 
あって、このような意思決定をしたという深いところまで、見聞きする事がほとんどありません。
特に法律事務所に入ったばかりの１、２年目の弁護士は意思決定について詳しく知る機会はほとん
どないので、経営者の意思決定はどのようになされているのかをずっと疑問には思っていました。
また、契約書や色んな手続書類の作成は、勿論絶対必要な事で重要な事ですが、逆に言えば、クオ
リティの差はあれど、誰に頼んでもできる仕事、同じ仕事です。代替がききます。私としては、も
っと、その会社の事業の運営に直接、影響力を与えられるような、私じゃないと出来ないような仕
事がしたいと思っていました。色々と考えましたが、事務所の経験もまだ２年半しかなく、振り返
ってみると、もう少し続けてみて法律事務所で色々経験をしてもよかったのですが、私、気になっ
たら次に進みたいタイプなので、転職をする事にしました。事業会社に入れば、会社の意思形成過
程を見ることができるのではないかと個人的に思いました。
４　企業内弁護士の面白さ
　そこで選んだ会社がクックパッドです。皆さん、結構知ってるよと言われていましたが、クック
パッドのご紹介をしたいと思います。
　クックパッドは、東京にある会社で、設立は1997年なのでちょうど20年になります。今、創業20
年、意外と古いですかね。皆さんの感覚的にどうでしょうか。最近のサービスかと思いきや20年前
に一応会社は出来ています。従業員が281名と書いていますが、私が入った11年当時は、100人いる
かいないかくらいの規模で、上場していますが、上場会社にしては規模が小さい部類だったと思い
ます。私はあえて小規模の会社を選びました。大きい会社も勿論魅力的ですが、大きい会社だとそ
れこそ前いた事務所と変わらないと考えました。大きい事務所だと細分化された仕事の一部を実施
する面もありましたので、会社であれば、規模が小さい所に行って、自分で何でもやれる所がいい
なと思っていました。一応、2009年にマザーズに上場しており、私が入った2011年に東証一部に市
場変更で上場しています。それから2014年から海外展開を開始して、どんどん大きくなっていくと
いうタイミングでした。写真を見て頂いたら分かる通り、キッチンなんですけれど、クックパッド
はレシピを提供するサービスなので、実際、みんなで料理したり、結構広いキッチンがあって、み
んなでランチを作って食べたりとか、一人一品ずつ作って５人集まれば毎日パーティみたいになっ
てですね、ランチも結構楽しい感じで過ごしていました。参考までになんですけれども、クックパ
ッドの利用者数の推移と書いてあるんですが、私が入ったのが2011年なので、2011年とか2012年は
1,800万とか2,000万前後ですね。2,000万人いた利用者数がその後6,000万人ぐらいに増えています。
２倍、３倍ぐらいの規模にユーザー数、利用者数が増えていって、その間に株価が10倍ぐらいにな
っています。上場企業なので株価の変動があり、ちょうど私がクックパッドにいた時期がちょうど
会社の第二成長期と言われる時期で、株価も10倍ぐらいに伸びていくというタイミングでした。企
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業内弁護士の面白さについて、クックパッドの仕事をもう少し詳しくご紹介します。主として、契
約書の作成、レビュー、利用規約を作成したり、改訂したり、あとは、株主総会、役員会の事務局、
ユーザートラブルの相談、著作権・商標に関する相談だったり、Ｍ＆Ａもやっていました。業務提
携とか子会社管理、その他諸々。幅広い仕事をさせて貰いました。法律事務所時代にも契約書を作
ったり、レビューをしていましたが、クックパッドでやっていたものは少し種類が違いました。例
えば、インターネットで、「なす」、「きゅうり」と検索した時にどんなレシピを出すのかとかいう検
索のロジックをエンジニアの人達が裏でプログラミングコードをパソコンで作り、適切な検索、も
っと高度な検索が出来るように日々開発しています。エンジニアやデザイナーは、クックパッドの
ウェブサイトをどういう色やデザインにするとか、どういうふうに見せたらもっと綺麗かと日々考
えています。デザイナーなどの人数が足りない時に、業務委託で外のエンジニアとかデザイナーに
委託して、お願いする契約書を作ったりします。また、クックパッドのコック帽のマークがありま
すが、商標権を持っており、その商標権をお鍋とかフライパンとかに付けて、一緒にコラボレーシ
ョンで販売する仕事がある時には、ライセンス契約を調理器具のメーカーさんと結んだりします。
あとは業務提携契約です。もしかしたらご存知かもしれませんが、みんなのウェディングという会
社とクックパッドが一時提携していた時期があり、どちらのサービスもターゲットが女性と言うこ
とで共通しており、料理のウェブサイトと結婚式場のウェブサイトを見たユーザーを互いに誘導す
るという業務提携を行ったりしていました。また、Yahoo! のトップページの左側のバーのところ
に、占いや天気などのカテゴリーがありますが、そこからクックパッドのウェブサイトに誘導する
ため、そこに「レシピ」、「クックパッド」を付けてもらっていた時があり、そのための契約書を作
成したこともありました。あとは、投資契約で、他の会社の株を一部持って業務提携に繋げていっ
たり、ベンチャー企業の成長のためにお金を投資することも積極的にやりました。さらに、株式譲
渡契約と書いていますが、当時、日本の会社も海外の会社も買収していましたので、そのための契
約書を作る仕事もありました。他には、従業員の雇用契約や出向契約、人事に関する色んな契約書
を作成しておりました。関係する法律としては、民法、会社法、著作権、商標、特許、労働法、下
請法など色んな法律が関係してくるので、幅広い知識が必要にはなります。
　クックパッドのサービスの利用規約の作成、利用規約の改定の仕事について、クックパッドの利
用規約のページをコピーして貼っていますが（省略）、これを見て頂くと、何条か条文があったり、
利用規約が左側に並んでいますが、プレミアムサービス、つまり有料サービスの利用規約だったり、
プロのレシピという別のサービスの利用規約があります。特定商取引に関する基づく表記は、通販
とかもそうなんですけど、Web 上でサービスを提供する時に法律上出さないといけないなどのルー
ルがありますが、それに則った規約や表記を作っていく仕事です。このサービスが改訂される時に
は、利用規約も一緒に改訂する作業が必要になります。この作業に必要なのが、例えば、民法、消
費者契約法、電子商取引法、個人情報保護法、著作権法です。それからもう一つ、私が好きだった
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仕事ですが、株主総会、取締役会、委員会の事務局の業務で、クックパッドが、少し珍しい昔の委
員会設置会社、今は会社法改正で指名委員会等設置会社と言いますね、クックパッドはその形態の
会社でしたので、取締役会に加えて、指名、報酬、監査の３つの委員会がありました。その委員会
が、会社法上過半数が社外取締役でないといけないので、取締役の方が、大学教授、日銀の元副総
裁、大手の法律事務所の偉い弁護士だったり、結構すごい人達が揃ってはいましたが、そのような
人達の議論の場を設定して議題を設定して提示し、その場で議論して頂いて、それを議事録にとっ
て、それをまた皆さんに確認して頂くという裏方の作業を引き受けてやっていました。私が会社に
入ろうと思ったきっかけの一つがですね、「経営陣の意思決定を見てみたい。直接、見てみたい」と
いうお話を先程しましたが、実際、役員会に毎回出席し、実際に上場企業の役員がどのような話を
してるのかを、実際間近で見る事が出来ました。それは結構面白い経験でして、役員会って、いわ
ゆるシャンシャンと決議が行われて、短時間で終わってしまうものなのかなと思っていたのですが、
実際は、色々悩んだりとか、意見をばちばち言い合う事もありましたし、なかなか結論が出ないと
か、２時間も３時間もずっと会議しているとかそう言う事も何回もありました。そういう場面を直
接見られたことは、面白い経験でした。上場会社ですので、先程言った通り、金融庁や東証に対す
る届出書類、開示書類なんかも一緒に担当して作っていました。法律としても会社法、金商法、東
証規則、最近よく話題になっているコーポレートガバナンスコード、こちらにも対応していかない
といけませんでした。
　また、インターネットのサービスにつきものですが、ユーザートラブルの相談があります。会社
の中にユーザーサポート室という部署があり、日頃のユーザーさんの問い合わせなど、簡単なもの
についてはユーザー対応専門の部署の方が返していきます。中には少し迷惑なユーザーさん、モン
スター的な人がおり、対応に困ると法務の方に相談が来て、「一緒に対応して貰えませんか？」と言
われます。例えば、「私のレシピがまねされて載っている。」とか、「離婚した妻が元夫である自分の
クレジットカードで有料サービスを会員登録して継続しているから解約してくれませんか。」とか、
主催している料理教室の先生から「うちの料理教室のレシピが盗用されて、まるで自分のレシピか
のように載っている。どうにかして下さい。」のような問い合わせが日々舞い込んできました。著作
権、商標、不正競争防止法とかの法律で対応していくことが多かったです。先程の「自分のレシピ
が盗用された」という話があったとき、クックパッド内で問題になったのは、レシピに著作権があ
るか否かという問題です。著作権法を勉強した事がある方っていらっしゃいますか。著作権法は何
を保護する法律なのかと考えますと、例えば、「鶏むね肉のさっぱり梅ダレ焼き」というレシピにつ
いて、「真似された」と言われた時、どこを真似されたのか。鶏むね肉を梅干とお醤油のさっぱりし
たタレで焼くというレシピが真似されという場合、このレシピを削除できるのでしょうか。著作権
はアイディアを保護する法律ではなくて、具体的な表現を保護する法律なので、例えば、鶏むね肉
をお醤油と梅干を使ってさっぱりとしたタレで焼くと言う「方法」は、それは作り方、アイディア
組織内弁護士研修講義録
－25－
なので保護されません。よくどこどこの有名なお店の秘伝のレシピってありますけど、レシピ自体
は著作権法自体では保護されない。他の不正競争防止法や民法の不法行為などになってくると保護
される可能性もあるのですが、一般人なら誰でも思いつくようなアイディアレベルのものは保護さ
れません。みんな同じようなものを思いつくって言う事ですね。ただ、ここに美味しそうに載って
いるシソの写真は著作物です。だから、この写真を誰かがコピーして自分のレシピにそのまま転載
すれば、著作権法違反になり、その写真を削除できるというような話を日々考えていました。私も
ロースクールの時に知財選択で、著作権も特許も勉強はしていましたが、このようなことは考えた
事がなかったんですね。レシピって著作権法で守られているのかについて、クックパッドに入って
始めて直面した問題で、自分なりに考えてみたり、多くの弁護士に相談したりした上で、会社の人
達に説明して分かって貰い、次に、ユーザーサポートの人が同じ問い合わせに答えられるようにし
ました。あとは、Ｍ＆Ａ（海外含む）を結構やっていました。クックパッドが持っている海外の子
会社は、アメリカ、イギリス、スペイン、インドネシア、レバノン、シンガポールにもあります。
レバノンのように比較的危険な地域にもあり、それでも海外事業担当の人がレバノンに出張して契
約をしました。私は現地には行っていませんが、海外の現地弁護士と交渉する事がありました。レ
バノンの会社を買うため調査する必要がありますが、契約書は全てアラビア語なので当然読む事が
出来ません。なので、現地のレバノン人の弁護士にデュー・ディリジェンスをやって下さいと依頼
し、レバノンの弁護士に調査してもらって、それを英語のレポートで報告してもらう。英語で上が
ってきた報告書を見て、この会社を買っていいかどうかの意思決定をしました。スペイン、インド
ネシア、シンガポール、アメリカの子会社も同じように現地の弁護士にデュー・ディリジェンスを
依頼し、契約書は主に向こうの弁護士が作るのですが、この条件を入れてほしいとか交渉したり、
直接メールで交渉しました。私は、英語がすごく得意でもないですし、帰国子女でもないので、普
通に中、高、大学でやったぐらいでしたけど、電子辞書とかを引きながら地道にやっていたと言う
感じなのですが、今となっては、結構いい経験だったと思います。各地の弁護士の性格が違って、
その人の問題なのか国民性なのかわからないのですが、例えばスペイン人はほんとにバケーション
をしっかり取るので、案件がちょうど年末にクロージングする効力発生を迎えるようなスケジュー
ルですすめてたんですけど、12月15日ぐらい過ぎたらメールの返信がなくなってきてクリスマスま
で連絡が取りづらくなったり、レバノンの弁護士も意外と適当で返信がなかなかないとか、書類を
送ったと言っているのに届かないとか、意外と面白かったという経験があります。あとは、子会社
管理で、色んな国の大体３、４人でやっているベンチャー企業みたいな会社を買うような事が多か
ったので、その会社の経営者達が日本に遊びに来てくれた時に、日本ではこう言うルールになって
いるからこういう書類は定期的に出して欲しいと説明したりしました。日本にも当時10社ぐらい子
会社があり、それぞれの社長達にグループとして守らなくてはいけないルールや決まりごとのご説
明をして、協力して貰ったり、役員会に定期的に出たりもしました。
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　話が戻ってしまうのですが、海外の子会社をどうして買ったのかという話をするのを忘れてしま
ったのですが、実は海外の色んな国にもクックパッドと同じようなレシピサイトを作っている人達
がいまして、別に日本のクックパッドを知らずにそう言うのを本当に作っているんです。食べる、
お料理すると言うのは、どこの国でも共通の事ですね。別に日本に限った事ではないので、やはり
同じようなニーズがあって、色んな国でクックパッドみたいなサービスをインターネットで提供し
ている人達がいました。クックパッドの海外事業担当のメンバーが、色んな国を見て回って、その
ようなサービスをしている人達を探し当てて色んな話をして、みんなの食生活を良くしたいとか、
健康な人を増やしたとかそう言う背景にあるような思いとかが通じ合ったら、一緒にやっていこう
と言う事で色んな国に派生して、どんどん提携してクックパッドの仲間になってもらうというよう
な事をやっていました。日本に止まらず、世界でレシピを提供すると言う結構壮大な目標に向かっ
て動いていました。
　この他、ユーザー登録して頂いている人数が多く、個人情報を預かっていますから、個人情報を
管理する事だったり、インターネットの会社なので、ISMS（情報セキュリティマネジメントシステ
ム）も含めＭ＆Ａの機密性の高い情報に対してサイバー攻撃などからサービスを守るためのシステ
ムを作るルールを作ったり、取締役をきちんと選任して実効性のある役員会を作っていくことのサ
ポートなどのコーポレートガバナンスもやっていました。
　多様な仕事についてお話をしましたが、私がクックパッドでいい経験が出来たなと思ったこと 
は、経営陣との距離が近く、意思決定を間近で見る事が出来たことです。経営陣の歳がそもそも若
いんです。社長も40歳ぐらいで役員も30代の後半から40代の前半の人がほとんどで、所謂、会社の
役員だったら50代、60代、重鎮の方がやっているのかなと言うイメージがあるのかもしれませんが、
クックパッドを始めとするインターネットの会社は、歴史も浅いので、従業員もみんな20代とか30
代の前半、私もクックパッドに入った時が28歳ぐらいでしたので、そのぐらいの歳の人が従業員で
も多いですし、経営者自体も30代、40代の人が多かったです。役員室、社長室の中に役員がこもっ
てるという感じではなくて、先程お見せしたオフィスの一角に普通にみんなと机を並べて役員も座
っていて、普通に普段から色々と意見も交換出来るし、直接、色々彼らの考えている事をいつも話
して聞かせて貰ったりとかしていましたので、社風もありますが、距離が近くて、意思決定を間近
で見る事で出来たことはいい経験だったなと思っています。また、海外展開のサポートをすること
に加え、会社の急激な成長期に会社の事業を支える事が出来たこともいい経験でした。たまたま入
ったタイミングで東証一部に市場変更したり、その後株価が10倍になったりと、幸いにも会社がす
ごく伸びる時期に色々会社のバックオフィス、法務を担当することが出来て、非常にいい経験でし
た。マネジメントの経験は、これは会社にいて歳をとっていけば経験すると思いますが、法律事務
所ではあまりない経験です。クックパッドでは、法務室という部署に私を入れて７人のメンバーで
執務をしていました。元々は５人だったので、人数が足りない部分は採用もしますし、この人は１
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年でどれだけ成果を上げたのか評価をしたり、マネジメントを経験しました。勿論、チームの中に
は、私より歳が上の方とか、色んな性格の方とかもいらっしゃいましたが、それぞれの良さを把握
して、団結して法務が信頼されるチームを作ることが出来たのも非常にいい経験でした。クックパ
ッドは、役員自体も若いので、その下の管理職も従業員にも若い方が多く、私ぐらいの年齢でも普
通に管理職、マネージャー、室長とか任せて貰えるような雰囲気のある会社でした。さらに、イン
ターネットにかなり詳しくなりました。エンジニアが会社に沢山いて、仕事中にツイッターとか
Facebook とかも自然に自由にやっていますので、馴染みが出来ました。多分、法律事務所にいたら
ここまではなっていなかっただろうと思います。ご飯を会社で作って、みんなで食べて楽しかった
なとか、もう一つは、これ結構重要と言うか面白い経験ですが、色んな弁護士を比較して、使える
立場になったことです。法律事務所にいると、お客さんから仕事を請け負う側なので、自分達がこ
の値段でこのサービスを提供する事しか出来ないんですが、一旦、会社の方の立場になると、この
案件をどの弁護士に頼もうかと言うところからスタートして、金額や質をどの弁護士がいいかなと
比較出来る立場になったんです。相見積を取ったりですとか、この弁護士はこれが得意だなとか、
色々と比較して結構使える立場になったので、一つの法律事務所にいたらその事務所のやり方しか
分かりませんが、会社で結構色んな弁護士を使う立場になると色んな弁護士のやり方を見られまし
たので、非常に面白いと思いました。クックパッドで５年間働いてみて、何を得たかと考えてみた
時に、常にユーザーの視点で物事を考える思考方法があります。これは法律事務所にいても、依頼
者やクライアントのためにという視点はありますが、営利事業としてサービスを提供している会社
だと特にそれが強いと思います。ユーザーファーストだと会社でも言われていましたが、ユーザー
が一番使い易いものは何かとか、ユーザーが一番望むものは何かを常にバックオフィスにいる人も
考えながら一緒に仕事をしていくと言う考え方が身に付きました。あとは、経営者目線でのものの
考え方、経営者的思考も、身近に経営者の方と意見交換する場があったりとか、意思決定を見る場
があったという事で、自然と日頃与えられる仕事だけではなくて、会社として何が良い決定なのか
や、会社としてどうすれば良いのかと言うのを自分なりに考えながら仕事をすると言うような目線
がすごく身に付いたと思います。あとは、専門や前提知識が違う人とのコミュニケーションの取り
方ですが、クックパッドはほとんどが中途採用で、新卒はほとんど取っていませんでした。少数精
鋭で、中途で色んな専門を持った人が集まる会社だったので、監査法人出身の会計士、広告代理店
やリクルートなどの大手企業から転職してきた人、色んなバックグラウンドを持った人がいました。
エンジニアであれば、グーグルやグリーなどから転職して来たりする人も結構いましたので、その
ような職種の人達とどんな風にやっていったら上手くいくのか。法律的な前提知識がない人に上手
く説明するにはどうしたらいいのかとかを色々と考えながら仕事をすると言うスキルが身に付いた
と思います。法律事務所にいたら、「先生」と言う立場なので、なかなかお客さんからも「先生、何
を言っているのかわかりません。」と言われる事もなく、こちらがアドバイスをしたら「有り難うご
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ざいます。」と言われるのが普通だと思いますが、会社であれば、対等な同僚同士なので、説明の時
に、「何を言っているのかわからない。」と言われる事もあるし、「もう少しこうして欲しい。」とか
率直な意見を貰ったり、私もその意見に対応していったり、先生と依頼者と言う関係じゃなくて、
ざっくばらんにフラットな立場で法律問題に取り組む事が出来ました。
５　企業内弁護士に向いている人
　私が色々企業で仕事をしてみて、自分としては企業の仕事が結構合っていると思っていますが、
企業内弁護士に向いている人とは、法律以外の事にも興味が持てる人だと思います。未知の分野で
も自分で勉強して切り開くのが好きな人。色々な人とコミュニケーションをとるのがすごく好きで
はないけど、苦手じゃない。全然話が通じない人に話すことが面倒くさいではなくて、どうしたら
理解して貰えるのかなとか、そう言う事を考えながらお仕事をしていく人。あとは受け身ではない
こと。これは結構重要だと思いますが、法律事務所であれば、例外はありますが、基本的には仕事
がやって来ます。「先生、お願いします。」と言われ、その仕事を遂行するという受け身な仕事が多
いのですが、企業の場合、机に座ってずっと待っている法務の方もいますが、それだけではなくて、
「あの部署で今何をしているのか少し聞きに行ってみようかな」とか、「新しいサービスが上手くい
っているのかどうか話を聞いてみよう。」とか、自分でどんどん行って、色々と話している内に「こ
こ何か大丈夫？」や「ここやる時に気をつけた方がいいよ。」とか教えてあげたりして、自分でどん
どん開拓して、自分から積極的に動いて、会社の人とコミュニケーションを取りながら仕事をして
いくことが結構重要になってくるので、そういう事が出来る人が企業内弁護士に向いてると思いま
す。これらは、企業内弁護士には勿論必要なのですが、事務所で働く弁護士にも必要で、あると強
みになるスキルだと思います。
　企業で働いていて、落とし穴だと思ったことをお話しておきます。一つの会社にずっと居るとそ
の会社の事しか分からなくなってしまいます。その会社のやり方が自分の中で普通になってしまう
危険性があります。また、会社の人が人脈の中心になってしまうので、ずっと組織にいると世界が
狭まってしまうかもしれません。その会社の事業に必要な法律や知識しか身に付かなくなってしま
う危険性もあると感じました。ただ、これは対処する事が出来ることで、例えば、私みたいに法律
事務所で働いてから企業に入る、企業で働いてから法律事務所で働く、色んな企業を経験してみれ
ば、その会社の事しかわからないという状況はなくなると思います。あとはですね、他の会社の人
や法律事務所で働く弁護士や同期もいっぱい出来るので、そのような弁護士との繋がりを持つ。私
もインターネットの会社にいたので、インターネット界隈の人達とは繋がりが出来ました。サイバ
ーエージェント、グリー、ディー・エヌ・エー、ライン、グーグル、アマゾンなどの会社にもそれ
ぞれ企業内弁護士がおり、よく飲みに行きました。普段の業務でも「そっちの会社では、どんな風
に対応してる？」と言って、お互いに聞き合ったりとか、「そういうやり方があるんだね。」とか「そ
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ういう風にしたらいいんだ。」とか情報交換しながらやっていました。また、勉強会等に参加するこ
とも一つの方法です。さらに、組織内弁護士が所属する JILA（日本組織内弁護士協会、会員数約
1,300名）という組織があり、岡山弁護士会だけだと400名弱くらい、広島でも弁護士会の人数が多
分500人ぐらいなので、それよりもだいぶ大きい組織になっています。私が吉野先生（※岡山大学法
科大学院教授）と知り合いになったのもこの組織のお陰なのです。JILA は、IT 系のインターネッ
トの関係の人達の集まりとか、金融関係の会社の人の集まりとか10くらいの部会に分かれており、
各部会毎に勉強会や懇親会が開催され、一つの企業に勤めていても、組織の繋がりを生かせば色ん
な経験が出来きます。ちょうど今年の３月に中四国支部が出来たので、中四国地域でも組織に属す
る弁護士も横の繋がりが出来てきています。
６　広島銀行での仕事
　では、最後に今、私がどのような仕事をしているかについてお話します。インターネットの会社
から地方銀行へと180度違う環境に現在おります。広島銀行は、岡山で言うと中国銀行さんのよう
な、第一地銀と呼ばれる立場ですけれども、その中で今、私がやっている仕事は、投資銀行業務と
言うのをやっています。それは何かと言うとＭ＆Ａアドバイザリーという仕事です。広島や岡山な
どの地方では、後継者がいなくて悩んでいる中小企業の社長さんが増えています。息子が継いでく
れない、子供がいない、会社の中で後継者になるべき人が育っていないなどという状況があり、後
継者で悩んでいる経営者や社長さんのお話を聞き、銀行の取引先である他の会社などをご紹介して、
お見合いみたいなものですけれども、マッチングしてそこにお譲りする手続きをサポートしていま
す。事務所時代もクックパッドの時も一環してＭ＆Ａをやっておりましたので、この仕事もすごく
やりがいがあって今は楽しくやっています。あとは、最近ニュースで報道されたように、電通の事
件が起こってから働き方改革が言われています。紙文化、印鑑文化という地方銀行の働き方につい
て、IT 企業と対比して古い体質と思われるところを改善していこうと考えています。このような点
は、新卒から定年までずっと銀行にいる方には分からず、外から来た人の意見を聞く機会は少ない
状況だと思います。最近、私のような中途の入行者が増えてきましたので、私たち外部から入行し
た人達が中心になって、働き方を変えていったらいいのではないかと提言しています。全く違う環
境に身を置く事になりましたが、今までやってきた仕事の経験を生かしながら、今後も引き続き頑
張っていきたいと思っております。
（本講は、平成29年５月27日に岡山大学弁護士研修センターで開催された組織内弁護士研修（JILA
中国四国支部後援）の講演録である）
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